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32−3　 長 期 間の 間欠的臍帯圧迫 （UCO ） に よ る 羊胎 仔 の 心 血 管系へ の 影響

宮崎大

川越靖之，
Richardson　Bryan

1目的】21日間に わ た る 間欠的臍帯圧迫 （UCO ）に よる胎仔 の 心而L管系へ の影響 を検討 した．【方法】15頭の chroni ごmodel （実
験群9，対象群6）を用い 実験 は21日間 （婬娠 U3〜133日，　 term　＝・　145日）行い 30分毎 に 90秒 問 の 臍帯圧 迫 を 1目7ん 11回繰り返し
た．dayl．9，18に胎児血 の 採血 を行い 血 液ガ ス の 測定を行ない 実験期間中，胎仔心電図，胎仔血 圧を連続的に 記録 し た．　phen−
yleph  e （75−100陟g）を day　I，18に胎仔 に静注 し barorefiexの 評価 を行っ た．【成績】90秒間の UCO に よ り胎仔の 平均動脈血
PO 、 （27：0 ±　O．5　to　8．1± 0．6），　 pH （7．37　± O．Ol　to　Z32圭 0．Ol）は 有意に低 下 した が次 の UCO まで に は 回復 し実験期 間中進行ずる

acidosis は 認 め な か っ た．胎仔 の 発達 に伴 い 平均血 圧 （MAP ） は増加 し基線心拍数 （baseline　HR ）は低下 した が対照群と実

験群 で 差は なか っ た．UCO に対す る反応 は dayl，9，18の 血 液 ガス 所見 で 差 は な か っ た が UCO に よ る FHR の 低下 （△FHR ）は

有意に小 さ くな りMAP の 上 昇（△MAP ）は有意に大 きくなっ た．　day　1，18で の barorefiexは対照群，実験群で 差 は認め なかっ

た が chernoreceptor 　sensitivity （△FHR ，／
’
△PO，，） は有 意 に低

．
Fした （dayl ；7．8 ± 03beats／min ／mmHg 　vs 　day18；5．9 ± 0．4beats

／min ／mmHg ，　Pく0．05）．【結論1長期 UCO に よ り△FHR ／△MAP は低下した．こ れ は chemoreceptOr 　sensitivity の 変化 に よ る

もの と推察され た．

32−4　　臍 帯 圧 迫 の ヒ ツ ジ胎 仔心 機能 に 及 ぽ す 影響

東京大 女 性診療科

兵藤博恵， h妻志郎，小松篤史，藤井知行，武谷雄二

【目的】臍帯圧追 に伴う胎児心拍数，血圧，血流の 変化に つ い て は広 く研究 さ れ て きたが，心機能変化につ い て は未だ報告が

ない ．今回我 々 は羊胎仔に心臓 カテーテ ル を挿入し， 臍帯血流遮断 に よる心機能変化 につ い て 検討した．【方法】
’
妊娠130日の

羊5頭 を用 い て 吸 人麻 酔下 に胎仔大 腿 静脈 よ り下 大 静脈ヘ バ ル ーン カ テ
ー

テ ル ，左内頚動脈 よ り左心 室内ヘ コ ン ダク タ ン ス カ

テーテ ル を挿入 した．60秒間の 完全臍帯遮断を行い ，遮断前
・
中

・
後 に Pressure−VQIume 　Loops （PN

「
Leops）を描く目的で 下

大 静脈 を 10秒間遮 断 した．実 験 中 胎 仔 心 室 内 血 圧 （最大 値 を Pmax とす る ）， 左 心 室 容 量 （最 大 値 を Vmax とす る）を 経 時 的

に 記録 し， PVLoops よ りEes（収縮末期圧容量関係 の 勾配），　 dP！dV （拡張期圧容量関係 の 勾配），　 SV （sh エ〕rtening 　volume ），
CO （cardiac 　output ），EF （ejection 　fraction），SW （stroke 　work ），dP／dtmax，　Ea （arterlal　elastance ）を計 測 し，遮 断 前 と

比 較検討 した，【成績】心臓 の 収縮能を示す Eesは有意な変化は認められなかっ たが拡張能の 指標 である dP〆dV は臍帯圧迫中

有意に上昇 （拡張能低下）して い た．ポ ン プ と して の 仕事量を示す SV，　CO，　EF，　SW は低下傾向を認め た が有意な差 を認め な

か っ た．前負荷の 指標で あ る Vmax は ほ とん ど変化 しなかっ たが後負荷の 指標で ある Pmax と Ea は有意に 上 昇 して い た．心
筋筋力 の 指標 で ある dP／dtmaxは 有意差を認め なか っ た．また，遮断後 で はすべ ての パ ラ メーターに有意 な差 を認め な か っ

た．【結論】60秒間の 完全 臍帯 圧 迫 で は心 臓 に対 す る前負荷 は変 化せ ず，胎盤へ の 匠旺流遮断 に よ り生 じ る 後負荷の L 昇 に 対 し

て，心臓 は収縮機能を変化させ ず拡張能を低下させ る こ と に よ り心拍 出量 を保つ こ とが 示唆 され た．

32−−5　 ヒ ッ ジ臍帯部分圧迫 の 脳還流量へ の 影響 に 関す る検討

東京大

花 田揺継，ヒ妻志郎，坂巻　健，藤 井 知行，武谷雄 「

【目的】脳の 低還流は 胎児脳傷害の 主 た る 要凶 と考え られ て い るが，脳低還流を示唆す る明 らか な 周産 期異常 を伴．わず に脳傷

害 を有す る未熟児が み られ る．臨床所見 を伴 わ ない 臍帯部分 圧 追 の 脳 傷害形 成へ の 関与 に つ い て，ヒ ツ ジ胎仔 を用 い て 反復 臍

帯部分 圧 迫 時 の 脳 還 流 量 へ の 影 響を 検討 した ．【方法1妊 娠 130日齢 の ヒ ツ ジ4頭の 胎仔頸動静脈 ・羊水腔 に カ テ
ー

テル ，胎仔心

電電極 ・臍帯圧迫オ ク ル
ーダ，臍帯動脈 ・胎仔頸動脈に血流計を装着，術後4〜6H 目に測定を行 っ た．（実験 1）謄帯血 流 量 を

50％ 減少 させ る臍帯圧 迫5分間を行 っ た．（実験2）50％臍帯圧 迫2分間， 解除2分間を15回繰 り返 した．胎 仔心 拍数 FHR ， 血圧

FBP，臍帯 山硫 量 VUA ， 胎仔頸動脈血流量 VCA ，同．血 液 ガ ス を測定 し た．脳 還 流 の 指標 と して 臍帯部分 圧 迫 解 除 90秒 後 の

VCA と頸動脈血 管抵抗 RCA ＝FBP ／VCA を用 い た．【成績】（実験 1）臍帯部分 圧 迫 に て FHR （bpm）は減少 （192→160）（以
一
F

い ずれ も中央値）した．臍帯圧追中 VCA （ml ／min ）は 増加 （90．4→104．2），RCA は減少 （RCAO ．59→ 0．53）した が，圧迫解除

後は 速や か に 元 の レベ ル （VCA93 ．5，RCAO ．60＞へ 回復 した．（実験2）圧迫開始前，5，10，15回の 圧 迫後 に VCA ：96→ 129→ll2

→89，RCAO ．49→O．36→O．42→ 0．51と変 化 した．5回の 圧迫後 に VCA は有意に増加 ，　RCA は 有意に 減少 した．さ らに圧 迫 を繰 り

返 す と ，
VCA は低下，　 RCA は増加 した。動 脈血 pH は わ ずか に 低下 した （7．422→ 7．342＞．【結論】臍帯部分圧 迫 に よ り脳 血 管

抵抗は 減少 し脳 還流量 は増加 したが，反復する と脳 血管抵 抗 は増加 し脳還流量 は低下 し た．臍帯 部分 圧 迫 の 反復 は 明 らか な体

循環へ の 影響 を 与 え ずに脳 低 還流 を 惹起 し，未熟 児脳 傷 害の 形成 に関与して い る 可能性 が 示 唆 され た．
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